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　今後、地方では都市部に先駆けて人口減少が深刻化すること
が予想され、いかに明るい未来を築いていくかが、政府全体で
の喫緊の課題となっています。このような中、2014年に「国土
のグランドデザイン2050」を公表し、2050年を見据えた国土
づくりの考え方も示しました。
　本年の国土交通白書は「将来世代にわたる豊かな暮らしを実
現するための国土・地域づくり」をテーマとし、「個性ある地方の
創生」に焦点をあて、本格的な人口減少社会における国土・地

域づくりについて「ヒト・モノ・カネ・情報の流れ」や「コンパクト
＋ネットワーク」といった視点から分析を行い、今後目指すべき
国土交通行政の方向性について述べています。

締　　切 平成２７年９月２５日(金)必着
応募資格 全国の小学１～６年生
表　　彰 国土交通大臣賞(各学年１点)／優秀賞(各学年３点)など

01 『いい出会い いい道からの 贈り物』
平成27年度「道路ふれあい月間」推進標語 入選作品決定

02

03

「平成26年度国土交通白書」を6月30日に公表しました！

国土と交通に関する図画コンクール

【小学生の部】 「あいさつの 大きな声が ひびく道」 古賀 美咲さん（佐賀県 伊万里市立山代東小学校） 

【中学生の部】 「もういいかい 指差し確認 まあだだよ」 荒川 まなさん（佐賀県 学校法人松尾学園 弘学館中学校）

【一般の部】 「いい出会い いい道からの 贈り物」 友久 健さん（神奈川県 鎌倉市）

【小学生の部】 「たくさんの えがおあふれる 今日のみち」 伊藤 さやさん（山形県 酒田市立亀ケ崎小学校） 

 「ごみひろい きれいなみちに ごあいさつ」 田代 優奈さん（長崎県 島原市立第二小学校）
【中学生の部】 「前を見て あなたの道は この先に」 森谷 友理さん（山形県 東根市立第一中学校）

 「通学路 元気をくれる 宝物」 熊田 有紗さん（千葉県 浦安市立入船中学校）

【一般の部】 「美しい 道はみんなの 顔、心」 熊谷 幸平さん（岩手県 一関市） 

 「きらきらと ふれあいはずむ 朝の道」 會田 誠一さん（神奈川県 大和市）

審査懇談会 委員（敬称略）
● 三好礼子（エッセイスト、元国際ラリースト）
● やすみりえ（川柳作家、文化庁審議会分科会委員）
● 吉岡耀子（交通・環境ジャーナリスト）

お問い合わせ

お問い合わせ

http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000517.html

平成 27 道路標語 検 索

http://www.mlit.go.jp/page/h27zugacon_boshu.html

平成２７年度「国土と交通に関する図画コンクール」 検 索

道路局道路交通管理課
TEL：03-5253-8111（内線37424）FAX：03-5253-1617

大臣官房広報課広報第一係 TEL：03-5253-8111（内線21526）

お問い合わせ
総合政策局政策課政策調査室

（情報提供窓口） TEL：03-5253-8111（内線24282、24283）
  FAX：03-5253-1548

身近にいっぱい国土と交通！
見つけて、描いて、応募してね！

27年度
作品募集

● 住んでいるまちの様子
● 道路、橋、川、駅、空港、港のある風景
● 鉄道、自動車、船、飛行機などの乗り物
● 道路やビルなどの工事現場の様子  など

テーマ

 平成２７年９月２５日(金)必着

  FAX：03-5253-1548

最優秀賞

優秀賞
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調圧水槽
首都圏外郭放水路見学会の目玉。高
さ18m、サッカーグラウンドほどの広
さに、重さ500tの柱が59本並ぶ。
「地下の神殿」のような迫力。

立坑
底面からの高さは約
70m。底部の側面に
トンネルが見える。
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首都圏外郭放水路
（埼玉県）
　あふれそうになった近隣河川の洪
水を地下に取り込み、地下50mを貫
く、直径10m、総延長6.3kmのトン
ネルを通じて江戸川に流す「地下の
人工河川」。川の氾濫を防ぐために
つくられた。近隣河川が増水すると
巨大な立坑に水が流入。流れ込んだ
水は見学コースでもある「調圧水槽」
に一時的に貯水され、江戸川へ放水
される。
　通常の見学は約1時間。基本説
明、紹介ビデオの鑑賞、模型を使っ
た説明、調圧水槽、操作室を見学で
きる。毎年11月には特別見学会が
開かれ、ジェットエンジンを改造した
14000馬力のポンプ室も見ること
ができる。

竹田芳幸
（たけだ・よしゆき）
株式会社POOL（プール）コピー
ライター。法政大学経済学部卒。
京王エージェンシー、goen、゚浪漫
堂を経て2012年よりPOOL所
属。WEBマガジン“マチノコト”クリ
エイティブディレクター。NPO法人
シブヤ大学授業コーディネーター。
2014年に東京コピーライターズク
ラブの新人賞受賞。

首都圏外郭放水路 見学会の詳細はこちら
http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/gaikaku/kengaku/




